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― トポスτόποςとホドスὁδός ／クロノスχρόνοςとカイロスKαιpός ― 
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＜要   約＞ 
 トポス τόπος 立場，視点であり，ホドス ὁδός 道，方法である社会学，社会学的人間学
の大地，原風景は，人生を旅している人びと，人生，日常生活である。＜生＞というこの一
文字と言葉こそ，環境，世界，多元的現実，体験，意味とともに終始，注目に値する言葉な
のである。 
 旅とは人生そのもの，日常生活の姿であり，人びと，それぞれの人生は，さまざまな旅に
よっても意味づけられてきたのである。 
 クロノス χρόνος と呼ばれる時間，時とともにカイロス Kαιpός と呼ばれる時間と時の人
間的な様相に注目しながら人生と日常生活へのアプローチを試みたいと思う。いま，この時，
チャンス，タイミングなどとともにカイロスが浮かび上がってくる。人生と呼ばれる壮大な
旅において，そのつどのさまざまな旅は，多かれ少なかれ人生を旅する人びとにとって道し
るべとなるのである。さまざまな旅のなかでも家族での旅や異国への旅，故郷への旅は，い
ずれも思い出深い旅ではないだろうか。 
 人生は日常生活に，さまざまな旅にあるといってもよいだろう。旅はクロノスとともにあ
るものの，旅のドラマとエピソードは，カイロスにおいて深く体験されるといってもよいだ
ろう。 
 日々の生活にもリズムがあるが，旅において体験される大地と空，光，トポスとホドス，
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リズムは特に重要だ。人生を広く深く生きるためには，あらためて家族と家庭，さまざまな
旅に注目したいと思う。 
 土地が変わると大地の姿，風景，音や音風景，風土，光と風，空の色，人びとの暮らし，
言葉，自然や文化，文明がさまざまに変わる。大地の片隅や地球について理解を深めなけれ
ばならない。  
 人間とは意味そのもの，さまざまな体験が渦巻くところで誰もがトポスとホドスを確認し
つづけており，クロノスとカイロスに身心を委ねつづけているのである。クロノスは基本的
な尺度，リズムだが，カイロスのドラマとエピソードをクロノスの日々に刻みこみながらカ
イロスの時間，意味としての時間を持続的に構築することは，人間の使命なのである。 
 家族とは人生や日常生活のドラマやエピソードが濃密に体験されるグループであり，家庭
／楽園によって支えられているゆるぎない大地，カテドラルなのである。 
 
 
＜汝自身を知れ＞   デルポイのアポロンの神殿の銘 
 
 時間とはすなわち生活なのです。そして生活とは，人間の心の中にあるものなのです。 
ミヒャエル・エンデ 
 
 ［出典］ 
 エンデ（1996年）『エンデ全集 3 モモ』（大島かおり訳）初版，岩波書店，100頁。 
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 旅とは＜生＞の躍動的な現前，浮上であり，＜
生＞の活性化である。 
 旅とは大地と宇宙，トポス・場所とホドス・道，
風景と音風景，景色と景観，日常生活と日常性，
方位と方向，地図への挑戦である。 
 旅とは濃密な時空間であり，旅することは，人
間と時間と空間のおおいなるドラマなのである。 
 旅とは人間の感性と想像力に磨きをかけること
だ。 
 旅とは環境や世界との，また，自分自身との対
話である。 
 この私は誰なのか。旅とは，こうした問いかけ
と向き合いながら。自分自身を見出そうとする一
つの方法である。 
 旅とは出発であり，帰還である。注目に値する
ことは，旅が途上であり，旅程，道中だというこ
とだ。旅は出発と帰還のおおいなる 間
はざま
なのであ
る。 
 旅とはほとんど道そのものだが，道であるばか
りか旅は明らかにトポス・場所，家，部屋……そ
のものなのである。旅はホドス・道とトポスの交
響楽である。 
 人間は存在と生成の 間
はざま
であるようにも思われ
るが，人間存在という表現ではなく，生成する人
間，生成そのもの，人間という表現こそ人間にか
なっているのではないかと思う。ジャンケレ
ヴィッチは，不可逆性において人間を生成として
理解している。だが生成，存在というこのふたつ
の言葉には，深い意味があるといえるだろう。住
まうこと，留まること，定点に自分をつなぎとめ
ることは存在そのものであり，移動，行動，旅す
ることは，生成そのものだ。旅とは明らかに生成
そのものだが，生成にすぎないのではなく，生成
と存在のドラマなのである。 
 ジンメルは異国で生活することを生成と存在の
生き生きとした姿としてイメージしている。こう
した生活においては＜生＞の躍動が体験されるか
らである。 
 旅とは広々とした空間体験であり，深々とした
時間体験である。さまざまな旅があるが，解放感
と驚き，楽しみが体験される旅こそ誰もが望むと
ころだろう。人生と人生行路ほど劇的な旅，ス
ケールが大きな旅はないと思う。方向と方向性を
確認することがなかなか難しい旅だが，人生は一
日一日に，日常生活にあることを自覚することが
大切だ。 
 どのような旅であろうと旅は道そのもの，行動
や行為そのものであり，旅と方向，方向性はひと
つに結ばれているのである。大地と宇宙空間，東
西南北の方位は，旅する人びとにとっていずこに
おいても深い意味を持っている。 
 ここにひとつのフランス語がある。それはサン
ス sens という言葉だ。感覚・意味という意味群
と方向という意味群があり，意味づけることは，
方向づけることである。感覚には意味と方向が含
まれているといえるだろう。方向感覚という言葉
がある。ここ
・ ・
からそこ
・ ・
へ，かなた
・ ・ ・
へ，どこ
・ ・
から
・ ・
，
どこ
・ ・
へ
・
―方向と方向性だ。旅とは終始，方向と
方向性のドラマなのである。ドラマという言葉は，
人間の行為，行為の経過によって貫かれている。
旅びとは道ゆく人であり，行為者である。道には
旅する人びとの姿が浮かび漂っている。  
 シェイクスピアをイメージしながら，「旅びと
かへらず」，旅びとは帰らない，といった人物が
いる。英文学者，詩人，西脇順三郎である。人生
と呼ばれる旅は，生と死によって意味づけられて
いるまことに深い旅だ。人間を死への存在と呼ん
だハイデッガーは，人間を世界－内－存在として
理解している。生には初めから死が含まれている
ことは明らかだが，生／死としてイメージされる
人間を極限的に＜生＞の晴れやかな姿として見て
いくことは，人生を生きる，旅する人びとにとっ
て大切なことではないかと思う。 
 さまざまな旅において帰着点は重要だ。旅は漂
流ではない。旅とは生成と存在を深く深く体験す
ることなのである。人生と呼ばれる壮大な旅は，
そのつどのさまざまな旅によって意味づけられて
おり，人生はそうした旅によって活性化されてき
たのである。旅の記憶と思い出は，おそらく誰の
場合でも大切な支え，人生を生きるための大きな
力となっているのではないだろうか。人間はさま
ざまな力の結集点であり，人間はさまざまな力の
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束なのである。 
 
 『ゲマインシャフトとゲゼルシャフト』で広く
知られているテンニエスにおいては，農民，いわ
ばゲマインシャフト的人間のまなざしは，大地や
故郷や家族などに注がれており，商人，ゲゼル
シャフト的人間のまなざしは，道や他国や旅する
ことに向けられていたのである。ジンメルには異
邦人についての文章がある。 
 旅とは人間のアイデンティティ，自己同一性・
存在証明をめぐって，さまざまなショックが加え
られるということだ。旅の場面，場面では家で，
くつろいで at home という状態とはまったく異
なる状況が体験されることが少なくない。心地よ
い緊張感は，旅の魅力のひとつだ。 
 旅の途上の風景や音風景，大地や風土，光や空
の色，人情，風俗，人びとの暮らし，その土地の
歴史などの体験は，旅びとにとってかけがいがな
い財宝だが，旅の宿やふとした出来事などによっ
て旅体験が一層深いものとなることが少なくない。
道の記憶，トポス，宿の記憶が融合した状態で旅
の輝きが生まれている。 
 旅とはいつも新鮮なまなざしだ。空の色が変わ
るとともに耳に触れる音や体験される風が変わる。 
 モーリス・メルロ＝ポンティは，大地を時間と
空間の母体と呼び，ジャン＝ジャック・ルソーは，
大地を人類の島としてとらえている。 
 ここ
・ ・
からそこ
・ ・
へ
・
，いつもとは異なる野や風に触
れること，外へと向かうこと，こうしたことが人
間においての体験だが，旅すること，旅体験は，
体験のなかの体験であり，まことに濃密な環境体
験，世界体験，時空間の体験なのである。 
 ヘルマン・ヘッセには人間的体験，精神的体験，
風景の体験という表現がみられるが，旅体験は明
らかにまことに多様な体験のるつぼと呼ぶことが
できる総合的な体験だといえるだろう。言語体験，
言葉の体験，衣・食・住の体験，建築，家，さま
ざまなアートの体験，民俗や習俗の体験などとい
う点においても旅することの意義は，まことに大
きい。ローカル・カラーは，旅においてきわめて
重要だ。大地はローカル・カラーのみごとなカン
ヴァスだ。旅先ではさまざまな窓や壁が体験され
るが，フランス風の窓と呼ばれる窓がある。 
 その地方を知りたいと思うなら屋根に登るよう
に，というゲーテの言葉があるが，高所からの展
望や眺望といった風景体験は，その地方やその土
地の理解にあたって意義深い。だが道ゆく時の道
端においても，その地方やその土地の姿が如実に
体験されるのである。屋根に見られるローカル・
カラーもある。ドイツの屋根があり，イタリアの
屋根がある。パリの屋根がある。パリを目にして
バルザックはパリを大海原と呼んでいるが，バル
ザックには「ぶらつくことは草木のように生きる
ことだ」というみごとな表現がみられる。 
 いずこにおいても体験されることだが，道や路
面，道端の表情や風景，体験される雰囲気や気分
がある。アルベール・カミュは，パリを感性を磨
くための舞台装置と呼んでいるが，旅においては，
こうした舞台装置が，そこ，ここで体験されるの
である。感性を磨くということは，人間性に磨き
をかけるということだ。ゲーテは感性を出発点，
座標原点として世界にまなざしを注いだ＜目と太
陽＞の人だが，ゲーテの耳にも注目したい。 
 大地や大空，宇宙空間，太陽や月，星，雲，そ
していつも風，こうした対象や現象ほど人びとに
とって身近な日常的な対象はないだろう。対象と
呼ぶことがためらわれるほど人生の旅びとは，こ
れらのいずれとも一体となって日々の暮らしを営
んでいるのである。 
 太陽系の惑星，地球，ソローは地球を生活の詩
と呼ぶ。生きている地球，その大地や海洋，さま
ざまな水と緑こそ人間にとっては大切な命綱であ
り，宇宙空間と大地とともに人類の，人びとの暮
らしと歴史が築かれてきたのである。自然は人間
にとって生命と生活の根源であり，文化と文明，
歴史は，自然とともに人間の生成と存在，人間と
社会の歴史的展開において基盤，大地となってき
たのである。大地は支え，土台，舞台であり，人
間はつねにさまざまな大地や大地に相当する支え
やよりどころを必要としてきたのである。 
 人びとのなかで，人びとと生活すること，共同
生活，人間関係，グループ・ライフは，人間に
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とってかけがえがないほど大切な支えであり，命
綱だが，一点の作品や特定の風景，大地の片隅，
写真，記念の品々，人びと，それぞれの思い出，
旅の記憶などが，人びと，それぞれの支え，心身
の置きどころ，もうひとつの大地となっているこ
とが，どんなにか多いことだろう。 
 条件づけられていることを人間の条件として理
解していたハンナ・アレントには，活動的な生 
vita activa という言葉がある。労働，いわば生命
維持のための活動，作品の制作と創造，そして協
調的活動，人と人とのつながり，相互協力による
公共的生活の形成，こうした労働と作品の制作，
協調的活動という三つの活動によって vita activa 
活動的な生がかたちづくられているのである。世
界の永続性は，作品に結晶しているように感じら
れる，とアレントはいう。 
 樹木や山々や丘，耕地，平原，野原，さまざま
な集落や道，ランドマークなどがつぎつぎに体験
される大地，地球，さらに海洋，海底，陸地と海，
島，陸水，海水，これらのことごとくが人類に
とって，人間においてほとんど故郷なのである。 
 ジョン・ダンは，島であるような人はいない，
誰もが大陸（いわば社会だ）につながれている，
といったが，人間は絶対的に個人であるとともに
社会そのものなのだ。 
 自然と大地にまなざしを注ぎつづけていたゲー
テは，目と太陽の人だが，ゲーテには自然と大地
に向かう方向性とともに人間と社会に向かう方向
性が見られたことに注目したい。ゲーテにとって
自然は大きなテーマだったが，人間と社会，人間
と自然，人間と人間に注がれたゲーテのまなざし
とゲーテの方法＝道があることを忘れることはで
きない。太陽や虹，ルーペは，象徴的なまでに
ゲーテその人だが，ゲーテの耳を初めとして，
ゲーテの感覚と感性に注目したいと思う。すべて
の出発点に感覚が姿を見せている。 
 大地との接触を失わないように警戒し，理念を
「経験の結果」と呼んだゲーテに注目している
トーマス・マンには『ゲーテとトルストイ』と題
された作品がある。マンは，ゲーテとトルストイ，
他方においてシラーとドストエフスキー，こうし
た対立している人物群とその立場や方法について
述べているが，マンが見るところではゲーテとト
ルストイは，母なる大地の息子なのである。マン
はギリシア神話に登場する巨人，アンタイオスの
名を挙げ，その母なる大地に触れている限りは，
そこからつねに新しい力が彼に流れこんでくるの
で不敗であったというアンタイオスの伝説を紹介
している。母なる大地の力が，ゲーテやトルスト
イを貫き流れているのだ1）。 
 大地，地面，地上，地下，地底，海底，土，石，
水，緑……人類と人間にとってこうした大地は宇
宙空間とともに生活と生存の根源的な舞台であり，
それぞれの地点において固有の環境と宇宙空間，
光や風が，また風景や音風景，さまざまな景観が
人びとによって体験されてきたのである。 
 いずこにおいても風景や音風景，景観は，大地
と宇宙空間の結晶であり，それぞれの土地や地方
の歴史的な証明ともいえる光景，大地の相貌，顔
なのである。環境の音である音風景，サウンドス
ケープ soundscape においてもその土地や大地の
理解を深めることができることは，誰もが体験し
ているところだろう。 
 地表や地面においても，地底においても大地は
まことに劇的だ。人びとの生活や生存と密接に結
ばれている大地は，遺跡の大地であろうと人びと
の暮らしの現場であろうと目を離すことができな
い人間の舞台なのである。 
 過去とどのように向き合うのか。さまざまな歴
史とこれまでは，この現在や人生行路において，
人間の生活と生存においてきわめて重要だ。ホワ
イトヘッドは，歴史は毎日のことであり，それは
出来事ではなく，社会学なのだ，歴史は思想の歩
みである，という。 
 たえまなしの先への流れ，過去であるとともに
未来，溢流
いつりゅう
として生を理解したジンメルは，遺
跡を生が離れてしまった生の場所としてとらえて
いる。さまざまな遺跡があるが，遺跡や廃墟は荒
涼とした風景や景観にすぎないわけではなく，充
実した生がいまなお息づいている大地なのである。 
 私たちは家族でギリシアのアテネやデルポイ，
エーゲ海に浮かぶ島々，またある時にはイタリア，
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ローマやシチリア島などを旅したが，そうした各
地で古代の遺跡を深い思いを抱きながら体験する
ことができた。遺跡の大地ほど歳月や歴史と人び
との日常生活，人びとの祈りや希望，人生が深々
と体験される大地はないだろう。 
 地底の大地，絵画史を飾るラスコーやアルタミ
ラの洞窟の壁画においては，人類の文明や人びと
の暮らしと文化，自然などがイメージされるが，
地表や地下において体験される光景，風景などと
ともに人間と環境，人間と世界，多元的現実など
が，つぎつぎに浮かび上がってくる。大地は，い
ずこにおいてもみごとな図鑑なのである。 
 大地は漠然とした空間に終始しているわけでは
ない。大地はさまざまなトポスτόπος やホドス 
ὁδός によって秩序づけられているのである。意
味付けられている，方向づけられている，印づけ
られているといえるだろう。 
 
 ここでトポス，ホドスというギリシア語の意味
について言及したい。―まず，トポス  τόπος 
この言葉には場所，位置，ところ，家，部屋，坐
席，機会，職業，村や町や都市などの集落，さら
に墓，墓地などという意味がある。なんらかの意
味や価値，人びとの思いがそこに凝縮されている
定点，限定された空間，ここ
・ ・
がトポスなのである。
ドイツ語では槍の穂先，一点を意味する Ort 場
所という言葉があり，空間 Raum に対して限定
されたここ
・ ・
が，Ort 場所なのである。 
 つぎにギリシア語，ホドス ὁδός この言葉には，
道，方法，道程などという意味があるが，おのず
から旅，旅程，行為，生き方などという意味がイ
メージされる。道とは旅そのもの，方向だといえ
るだろう。デカルトは道に従うことを方法として
理解していたが，ギリシア語，ホドスには道，方
法という意味がある。この方法という言葉と意味
に注目しながら道について思いを深めていくこと
は大切だと思う。人生と人間の生活，生存は道と
ひとつに結ばれているのである。人生の旅びとは
途上の人であり，人生行路と呼ばれる道からはず
れることはできない。この私は誰なのかという問
いと向き合いつづけながら一日，一日を旅する人
間は，あくまでも道の人なのである。ただし道と
トポスは，いつもしっかりと結ばれている。人間
はトポスにおいて，ホドスにおいて人間なのであ
る。トポスとホドスから切り離された状態の人間
を思い浮かべることは，ほとんど不可能だろう。
トポスとホドスを深く理解することは，人間や人
間の生活と生存，人生を広く深く理解することな
のである。 
 デカルト―森のデカルトのシーン。森のなか
で道に迷ってしまったらどうすればいいのか。
行ったり，来たりでは，どうすることもできない。
進んでいく方向を決めたら，そうした方向に向
かってひたすら歩みを進めるように。そうすれば
やがて森から抜け出ることができる。こうしたデ
カルトの提言は，まさに行動と方向の哲学といえ
るだろう。 
 世界，場所，身体，こうした言葉はデカルトに
おいては姿を見せていたが，デカルトのまなざし
は，終始，精神に注がれていたのである。cogito 
ergo sum われ思う，ゆえにわれあり―デカル
トの支柱となっていた言葉だ。 
 デカルト以降，ヨーロッパ人は世界なしの状態
だった，といってデカルトを批判して，「私は私
と私の環境である」という言葉を掲げてその思想
と言説を展開した人物こそスペインの思想家，哲
学者，社会学者，オルテガ・イ・ガセーである。 
 スペインにはエル＝エスコリアルと呼ばれる大
地，トポスがある。スペインの歴史がそこに凝縮
されているような修道院の地であり，森がある。
この森にもオルテガの思いが傾いていた。オルテ
ガは森を目に見えない自然，可能とされる行為の
総和として理解している。森のオルテガと呼びた
くなる。オルテガは，風景において環境をイメー
ジしている。 
 スペインを旅していた時，私たちはマドリード
から日帰りでスペインの歴史の大地，オルテガゆ
かりのエル＝エスコリアルのトポスを訪れたが，
途中，アランフェスを経由した旅だった。私たち
は，トレドにおいても，マドリードやこのエル＝
エスコリアル，さらにグラナダにおいてもスペイ
ンの歴史と自然と文化，文明，人びとの暮らし，
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さまざまなアート，芸術を旅びととして体験する
ことができたが，こうした旅の日々は，いまもな
お生きつづけている。過去は，いま
・ ・
とここ
・ ・
，現在
において息づいているのである。現在は断片的な
時間でもなければ一瞬間にすぎないわけでもない。
現在は広々とした，深々とした時空間であり，日
常生活と人生の中心的な舞台なのである。過去が
脈々として生きている現在こそ希望の苗床となる
生き生きとした現在といえるだろう。 
 マドリードからグラナダへ向かう車窓から眺め
ることができた丘の上の風車を思い出す。私たち
はセルバンテスの『ドン・キホーテ』ゆかりの風
車の地を旅したわけではなかったが，グラナダへ
の旅の途中で目に触れたいくつもの風車において
私たちの想像力は，おのずからドン・キホーテと
サンチョパンサの世界へと広がっていったのであ
る。 
 グラナダ―アルハンブラ宮殿のたたずまい，
独特の光景，音風景，かなたのシェラネバダの山
なみ，スペイン舞踊のシーンなどを思い出す。私
たちはアルバイシンの古い町なみや建物，道など
を体験しながら，スペインの自然と文化，回教の
文明，スペインの歴史，スペインの大地と歴史的
風土などを体験したのである。 
 スペインの絵画も，トレドも，トレドのエル＝
グレコもすばらしかった。エル＝グレコ―私は
ギリシア人，というネーミングだ。グレコはギリ
シアからイタリアへ，そしてスペインへ。 
 私たちは，ある時，ナポリから日帰りでポンペ
イの遺跡を訪れたが，ポンペイは，まことに深い
大地だった。ポンペイのとあるところに石柱の上
方に日時計が姿を見せていた。ポンペイには日時
計の大地があった。 
 
 ＜時は過ぎゆく＞ TEMPUS  FUGIT というラ
テン語がある。光陰矢のごとし，という言葉だ。
刻々と過ぎゆく時によって，流れていくように感
じられる時とともになにもかもが流されていき，
失われてしまうわけではない。厳然とした状態で
過去が残留しており，そうした過去は，人間に
とってかけがえがない大地，支えとなっている。 
 西田幾多郎は，過去がなかったら，思い出がな
かったら私はない，という。 life ライフという言
葉に深い思いを抱いていた西田の哲学は，＜生＞
の哲学，ライフの哲学であり，日常生活と日常的
世界，人間，ライフをめぐって西田の哲学的思索
がかたちづくられていったのである。西田が見る
ところでは，人間にとって真の環境は世界なので
あり，西田には世界をめぐって時間的空間的世界，
歴史的社会的世界，人格的世界，日常的世界など
という表現が見られる。こうした世界は，表現的
世界なのだ。意味実在の世界が歴史的世界であり，
行為，プラクシスによって形成される世界が社会
的世界なのである。人間とともに社会が，哲学だ
けではなく，社会学も西田の視野に入っており，
西田幾多郎のトポス，立場，視点とホドス，道，
方法は，ライフ life に凝縮されているのである。 
 過ぎゆく時とともに生まれる意味がある。旅と
は意味の独特の湧出である。カントは，時間と空
間を感性の形式として見ているが，時間と空間を
人間の生成と存在の，生活と生存の，人間のプラ
クシス，行為・実践とポイエシス，制作・創造の
大地と呼びたいと思う。文学作品も，音楽や絵画
や彫刻，建築なども人類と人間にとってふたつと
ない大地なのである。生と死の 間
あいだ
，言葉と行為
の間，喜びと苦悩の間，天と地の間を世界として
理解していたハイデッガーは，現存在，人間存在
の意味は，時間性 Zeitlichkeit であるという。 
 フランス語，サンス sens に思いを傾けるなら
ば，クローデルやメルロ＝ポンティとともに言葉
の意味，サンス，水の流れ，サンス，布地の織り
目，糸の方向，サンスという場面がクローズアッ
プされてくる。サンス，このフランス語には感覚，
意味／方向という意味があり，水の流れは矢印そ
のものなのである。一筋の道は，いったいどこに
向かっているのか。家から出発する道と家にもど
る道に注目してもいたジンメルは，道をつくるこ
と，家を建てること，橋を架けることにおいて人
間の営為に注目している。限界なき限界的存在，
越境者―ジンメルの人間観だ。生成と存在の緊
張感に富んだ場面，いわば溢流
いつりゅう
においてジンメ
ルは＜生＞をイメージしている。ジンメルは，ア
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ルプスの万年雪の風景において死を海や海原にお
いて生を思い浮かべている。ハイデッガーは，橋
はまわりにある対象を集めて風景をつくり出す，
という。 
 南フランス。アヴィニョン，ローヌ川に架かる
サン＝ヴェネゼ橋は，途中までの橋であり，なか
ば破壊された廃墟と呼びたくなるような独自の景
観が体験される橋だが，寸断されているその姿に
よって絆である橋，対岸へと向かう橋のイメージ
が高まる忘れがたい橋だ。私たちは，家族でサン
＝ヴェネゼ橋の先端まで行き，ローヌ川の上流と
下流，両方向を眺め，上流方向のかなたに風の山
といわれてきたヴァントゥウ山を遠望したが，こ
の橋は私たちの感性と想像力に強く働きかけてき
たまさにサンス sens そのものと呼ぶことができ
る橋，まことに印象的なローヌ川の眺めだった。
広く知られた歌唱，「アヴィニョンの橋の上で」
という歌がある。 
 ある日，弟を伴ってヴァントゥウ山に登山して，
山頂から祖国，イタリアの方向やアルプスの方向，
眼下のローヌ川や地中海沿岸の方向などを眺めな
がら広大な風景を体験したペトラルカは，風景の
発見者として世界史においてその名が知られてい
る人物である。このペトラルカ，山頂でたまたま
手もとにあったアウグスティヌスの『告白』を開
くと，目に触れたページ（トポス，箇所，場所）
には，人びとは外界にばかりまなざしを注ぎ，内
面へのまなざし，道はないがしろにされている，
というアウグスティヌスの言葉が記されており，
こうした言葉から離れることができない状態でペ
トラルカは弟とともに下山したのである。時間と
記憶へのアウグスティヌスのアプローチがある。 
 石造りのサン＝ヴェネゼ橋とローヌ川の流れ，
水，水面，石と水である。スイスのジュネーヴ湖
から流れ出ているローヌ川，リヨンでローヌ川に
ソーヌ川が合流してアヴィニョンへ。ローヌ川は
アルルへ，そしてカマルグの地で地中海に流れ注
ぐ。 
 ルソーの生まれ故郷はジュネーヴ湖畔のジュ
ネーヴ共和国，「人生に意味を」という言葉を残
したサン＝テグジュペリは，リヨンに生まれてい
る。― un sens à la vie 人生に意味を（与えな
ければならない）。 
 人間は意味のなかで，意味とともに，意味に
よって支えられながら，方向づけられながら生き
ているのである。人間にとって意味は確固とした
大地なのである。 
 水の流れ，河川を体験して深い思いを抱かない
人はいないだろう。この私はどこから来たのか，
私はどこへ行くのか。私は誰なのか。 
 ジャン＝ジャック・ルソーの生誕250年を記念
してジュネーヴで開かれた記念の集いで講演した
クロード・レヴィ＝ストロースは，席上，聴衆に
モンテーニュの「私は何を知っているのか」，デ
カルトの「われ思う，ゆえにわれあり」，そして
ルソーの「私は誰なのか」というそれぞれの言葉
を紹介しながらスピーチをおこなっている。いず
れも傾聴したい言葉だ。この講演のタイトルは，
「人類学の創始者，ジャン＝ジャック・ルソー」
である。 
 リヨンの郊外のソーヌ川かローヌ川かのいずれ
かの川の水辺で夜鶯
ロシニヨル
の鳴き声を耳にしながら眠
りについたルソーは，『告白』の一シーンにおい
て「目を開けると水と緑と美しい景色」という言
葉を残している。まるで印象派の絵画を目にして
いるような気持ちになる言葉だ。ルソーがイメー
ジする好ましい大地を描くとしたら，草花と水と
鳥の声の大地が姿を現す。ルソーは植物の人でも
あり，彼の目には草花は大地の飾りとして映った
のである。「結んで開いて」という歌があるが，
この歌は，ルソーの曲である。 
 
 ジャン＝ジャック・ルソーは，家族を始まりの
社会と呼び，友情をあらゆる契約のなかでもっと
も神聖な契約として理解している。ルソーのまな
ざしが古代ギリシアのデルポイに注がれている
シーンだが，ルソーにとっては＜汝自身を知れ＞
というデルポイのアポロンの神殿の銘にはモラリ
ストたちの言説よりもはるかに意義深い意味が潜
んでいるのだった。 
 ところで家族は明らかに社会のなかの社会であ
り，集団のなかの集団，根源的で中心的な社会，
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集団である。家族は人生の旅びとにとって大切な
＜ゆりかご＞であり，人びと，それぞれの生成と
存在，生活と生存の母胎，＜生＞の中心的な舞台
である。家族は家庭の根源だ。庭とは楽園，パラ
ダイスを意味する。  
 家族は人間社会の中心的な絆と縁の結晶であり，
家族も家庭も人間にとっておおいなる大地である。 
 家族全員での旅は，まさに家庭の実現であり，
極限的な一家団欒である。 
 食卓に向かって結晶した人間の絆，人間関係，
食事と一家団欒によって結合された親蜜な人びと，
大切な人びと，身心の支えとなっている人びと，
それが家族である。信頼関係，極限的に密接な相
互性，たがいにかけがえがない生命，＜生＞―
それが家族なのである。光り輝くばかりの鏡，き
わめてソフトな鏡，楽園の象徴，それが家族であ
る。 
 希望と幸福の源泉，人生の旅びとにとっての命
綱，大切なトポス，ホドス，思いと思い出の中心
的な舞台，心身のよりどころ，すべてはそこ
・ ・
から
始まり，すべてはそこ
・ ・
へと帰着する中心，座標原
点，トポス，ホドス―それが家族である。家族
は希望の光であり，期待と喜びの灯火なのである。 
 家族はまことに深々とした人間的時間，記憶の
よりどころ，生活史の中心的な舞台であり，人間
的世界の帰着点である。 
 家族も家庭も人生と日常生活の道しるべであり，
家族の一人，一人は，家族愛と相互信頼，深い情
愛において自分自身にとってもう一人の私であり，
家族は一体的な人間関係のるつぼなのである。 
 旅体験は風土体験であり，風土とともに宇宙空
間と大地，風景，音風景が姿を現す。人と人との
つながりと絆においては，気になるのは顔であり，
声であり，手，相互性，共同性である。孤立状態
は絶望的だ。人は人びとなのだ。 
 風土とともに自然，人びとの人生と日常生活，
文化，文明，歴史が浮かび上がってくる。宮沢賢
治には風と交わり，雲からエネルギーをとれ，と
いう言葉がある。風耿
ふうこう
，賢治の俳号だ。自然との
対話，風景や音風景との対話，人びととの対話，
こうしたさまざまな対話，交流のなかで人生の
日々が築かれてきたのである。さまざまな作品や
建造物，記念碑との対話も重要だ。 
 人間の社会が歴史的であるというそのことは，
人間の社会には過去があるということにつきるの
ではなく，過去を記念碑としてとりもどすことに
よって人間の社会は歴史的である，とジャン＝
ポール・サルトルが述べている。世界という言葉
は，人間と時代というそれぞれの言葉によって支
えられている。環境体験，世界体験の持続的な展
開とともに意味世界がかたちづくられていく。ま
ことに多様な旅は，人びとの生活史の道しるべと
なってきたのである。ホドス，道は，また人間の
行動や行為は，道しるべや地図，旅程によって方
向づけられて（意味づけられて）きたのである。 
 家族は家族愛の結晶であり，家族での旅は，
もっとも親密な水入らずの心はずむ旅ではないだ
ろうか。家族をかたちづくっているメンバー，一
人，一人の努力と協力によって日々，一歩，一歩，
家族が築かれていくのである。 
 旅する人間 homo viator という言葉を用いたガ
ブリエル・マルセルは，営々として築かれていく
カテドラルのような家族像を描いている。家族は
人びとの努力の結晶なのだ。 
 オーギュスト・ロダンには「カテドラル」
（1908年）と題された彫刻作品がある。男女それ
ぞれの右手がほとんど触れ合うような状態で姿を
見せている立ち昇る手と手と呼びたくなるような
作品だ。こうした男女それぞれの手の立像に家族
の原風景を見る思いがする。ロダンは生命と生命
力の表現と造形に心をくだいている。ロダンにお
いては彫刻の原風景となっていたのは森である。 
 
 この私は誰なのか，私は何者なのか。まことに
切実な問いかけだ。人と人とのつながりや絆，縁，
人間関係，家族，社会的世界
・ ・ ・ ・ ・
，大地，風景，音風
景，さまざまな旅，好きなもの，関心事，情熱を
傾注してきたもの，大切なもの，記憶，思い出…
…これらのすべてによって人間は支えられており，
自分自身の生存が保証，証明されてきたのである。
故郷，故郷の空と大地は誰においても重要であり，
地平線や水平線，稜線，東西南北の方位，ランド
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マークも重要だ。 
 自分史，生活史，自伝，これらのいずれにおい
ても家族，縁深き人びとが姿を現す。古代ギリシ
アのことわざだが，「一人は無人」という言葉が
ある。英語では One man is no man だ。家族，友
人，隣人，さまざまな人びとやグループによって
人生の旅びとは支えられており，誰もが人びとか
ら人生を生きる力を得ているのである。何から，
どこから，どのようにして，こうした力を得てい
るのかということは重要だ。大地や風景，音風景，
土や石や水，空，雲，心地よい風，ランドマーク
などによって人生を旅する力を身につけてきた人
びとは数多くいることだろう。ヘルマン・ヘッセ
は，生きる喜びと楽しみを雲から得ていた人であ
る。 
 大地の人でない人はいないはずだが，土に生き
る人びと，農民は大地の力や土の力，季節の力を
人一倍，深く理解していたにちがいない。デカル
トを念頭に置きながら「われ歩く，ゆえにわれあ
り」という西田幾多郎は，働く人は大地の一角か
ら世界を見る，という。ミレーの「晩鐘」の画面
などがイメージされるが，ミレーの絵画作品にお
いて浮かび上がってくる大地と労働と生活，家族
と家族像がある。 
 
 パリに滞在していた時，私たちは日帰りで電車
でミレーゆかりのフォンテーヌブローの地，バル
ビゾンの大地を訪れたが，この日の家族での旅の
一日の場面，場面が，いまでも鮮やかに目に浮か
ぶ。マルセル・プルーストは厳然とその地に姿を
見せているフォンテーヌブローの森について文章
を残しているが，私たちは森の入り口近くのレス
トランで昼食をとってから広大なこの森の入口あ
たりを散策しながら，ミレーやテオドール・ル
ソーらの画業をしのんだのである。この森のなか
で拾った木の枝が，いま，手もとにある。枯れ枝
が大切な記念品，旅の思い出となっている。 
 バルビゾンではテオドール・ルソーゆかりの地
や建物，ミレーの家などを訪れてから，小休止，
昼食，それから森のなかへ。この森の入口にはミ
レーとテオドール・ルソーを記念する大きな石碑
が姿を見せていた。バルビゾン派の画家と画業を
記念するモニュメントである。ロマン・ロランは，
ミレーをモチーフとして作品を残しているが，ロ
マン・ロランはミレーの作品と画業について生活
の詩という表現を用いている。彼は古代ギリシア
のヘーシオドスの作品を思い浮かべている。仕事
と日々が姿を見せる作品だ。 
 フォンテーヌブローの森，森林，樹木，森のな
かのいくつもの道，私たちは早春の森を体験した
ので光が射しこんで，光を浴びていた森だったが，
季節が変わったら暗々とした森，ところによって
は闇のような森が体験されたことだろう。森を抜
け出た時に私は空を発見したという人物がいる。
彫刻家，ロダンだ。石への挑戦と呼ばれるような
作品，大理石などの彫刻作品がある。石塊のなか
から人物が姿を現す。 
 土と石と水のドラマ，それが大地だが，樹木や
草花などとともに，人間の大地，動植物の大地，
環境世界や生活世界が体験されてきたのである。 
 土と石と水，物質，それにしても土と石と水そ
れぞれがなんと異なっていることだろう。さらに
草花や樹木，生物……。フッサールは動物，鉱物，
植物，人間，人間によってかたちづくられた全体
像を生活世界と称している。ユクスキュルは，知
覚や知覚作用と行動の展開に注目しながら環境世
界という表現を用いている。人間の環境世界への
アプローチにおいて人間の独自性に注目したカッ
シーラーは，人間をシンボルを操作する動物 
animal symbolicum と呼んでいる。シンボリッ
ク・リアリティにおいて人間の独自性が確認され
るのである。 
 カッシーラーが見るところではソクラテスから
プラトンへと時が移っていった時に注目に値する
転換が見られたのである。人間の姿がポリスにお
いて，社会とともに鮮やかに浮かび上がってきた
のである。こうしたプラトンの方法とアプローチ
は，後にいたってコントへとつづく。プラトンは
オーギュスト・コント，社会学の創始者，命名者
の先駆者として位置づけられたのである。 
 デルポイの神殿の銘，＜汝自身を知れ＞という
言葉は，コントにおいては歴史を見よ，というか
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たちをとったのである。ホワイトヘッドはプラト
ンに社会学者の原像を見ている。歴史は出来事で
はなく，毎日のことだ，思想の歩み，それが歴史
だ，といったホワイトヘッド，彼は歴史はまさに
社会学なのだ，日常生活だ，といったのである。 
  
 家族は人生の，日常生活の中心的な大地，舞台
なのである。さまざまな大地と風景のなかでも家
族生活の本拠地，住宅地の風景ほど目にやさしい，
安心感が漂っている親しみやすい風景はないだろ
う。それぞれの家族のさまざまな思い，人びと，
それぞれの暮らし方，願い，ヴィジョン，自然と
文化，家族の生活史などが，こうした住宅地の景
観や風景ににじみ出ている。家屋，庭，敷地と一
体となった家庭，家と庭―住宅地は厳然とした
パラダイス，楽園の大地なのである。 
 根源的空間，定位された空間，環境的空間，等
質的空間という表現を用いながら，大地と人びと
の暮らし，間柄存在である人間などへのアプロー
チを試みた和辻哲郎は，人間存在のなかの光景を
景観として理解している。人と人との触れ合いと
絆，人間関係が体験される空間，それが根源的空
間であり，敷地，家，家屋が定位された空間であ
る。和辻は風土を環境的空間としてとらえており，
田畑，水田や麦畑などが等質的空間として理解さ
れたのである。 
 いずこにおいても身辺，ここ
・ ・
，そこ
・ ・
，かなた
・ ・ ・
，
あたり一帯，はるかかなたなどにおいて体験され
る空間，時空間，環境を人間の必要や思い，ヴィ
ジョンなどに照らして，独自の人間的世界，人間
に見合った時間的空間的世界として構築すること
は，人間の願いであり，人間の使命なのである。 
 命に限りがある状態で大地に住むところの人間
（ハイデッガー），大地に住まう者，人間（サン＝
テグジュペリ）―こうした人間は，たえまなし
に時空間に働きかけつづけながら，大地と呼ばれ
る生活と生存の舞台においてさまざまなトポス，
場所，定点，家，部屋やホドス，道をつくりつづ
けてきたのである。印づけること，意味づけるこ
と，価値を与えること，思いを留めること，安住
の片隅を築いたり，確保したりすることは，人生
の旅びとにとってどうしても必要とされること
だったのである。 
 精神と身体である統一的な人間は，明らかに＜
生＞であり，さまざまな力を養いながら世界の構
築にたずさわりつづけている。いま，人びとは過
ぎゆく時にどのような状態で身心を委ねながら，
日々，人間の大地と生活史，家族史をかたちづく
りつつあるのだろうか。 
 たがいに支え合いながら，言葉をかけ合って，
信頼と了解，情愛の日々をともに歩む親密な生活
者，それが家族である。人生と呼ばれる大きな旅
のもっとも大切な強力な道づれ，それが家族，家
の友である。 
 家族での旅，家族，そして旅，この族，旅とい
うふたつの文字にはなんと共通するところが見ら
れることだろう。旅とは道であり，方向，行動，
行為だ。生き方だ。家族こそ自己実現の，社会化
の，喜怒哀楽の中心的なトポスであり，ホドスな
のである。 
 さまざまな愛があるが，家族愛は愛のなかの愛
であり，家族とは愛である。家族と呼ばれるカテ
ドラルには愛と信頼，了解，相互扶助へと向かう
一筋の道，ホドスが見られるといえるだろう。 
 イギリスの彫刻家，ヘンリー・ムーアには
「ファミリー・ライフ」と題された彫刻作品があ
る。父親と母親，子どもの三人像だ。パリのセー
ヌ左岸，ソルボンヌ広場にあるコントの記念像，
コントの胸像が高い台座の上に飾られているが，
台座のふもとには家族がイメージされる人物像が
見られる。コントは人類と家族において社会をイ
メージしている。コントにおいては社会学は，人
間へのアプローチであり，社会へのアプローチで
ある。さまざまな記念像や記念碑が見られるが，
時がそこに留められているような石がある。ミッ
シェル・セールは，水，液体と石との対比につい
て文章を残しているが，水は記憶の不在であり，
海は思い出とは無縁だが，石はまるで記念碑その
ものなのである。 
 
 ＜時は過ぎゆく＞ TEMPUS FUGIT ―ポー
ル・クローデルは，時間を意味として理解してお
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り，ハイデッガーは，人間にとっての意味を時間
性としてとらえているが，時間においても空間に
おいても意味に注目しないわけにはいかない。白
紙，さまざまな面に点を印づけたり，線を引いた
りすることによってその面が意味づけられる。線
に見られる方向性がある。矢印とは向き，方向，
方向性だ。地面や大地に柱を建てる。エリアーデ
がいう宇宙軸，世界柱がイメージされる。axis 
mundi 世界柱によって大地や空間が浄められて，
聖なる場所が生まれる。漠然とした空間，混沌と
した時空間は，人間にとって耐えがたい。カオス，
混沌とした状態は，覗きこんでも何が何だか分か
らない真暗闇の黒い穴を意味する。この闇という
文字には音という文字が入っている。音，耳，身
体，感覚，感性，さらに想像力，人間とは理性，
知性，感性，想像力，そしてまさにリズムなので
ある。メルロ＝ポンティは身体を世界への投錨，
意味的な核と呼んでいる。ゲーテは感覚からス
タートしており，感性の人，大地の人である。自
然，人間，社会へのアプローチがゲーテの方法＝
道である。 
 日が昇り，日が沈む。夜明け，大地の目覚めだ。
万物の息吹きが生き生きと体験される。ゲーテの
『ファウスト』にはこうした夜明けと朝の大気と
風景，落下する滝，虹が姿を見せているシーンが
ある。ゲーテは，虹に人生や＜生＞をイメージし
ている。目と太陽のゲーテだ。目で見て確かめる
ことがゲーテの方法である。 
 大空を東から西へと旅する太陽とともに一日が
始まる。太陽とともにの時刻や時計がある。時間
が意味づけられる。時計の針が進行する方向があ
る。いささか頼りない時計だが，太陽とともに，
光と影とによって明るい表情を見せている時計，
それが日時計だ。建物の外壁や大地に設けられた
台座に姿を現している日時計は，広々とした大空
間の時計である。大空や太陽と結ばれた晴れやか
な時計だ。デューラーの絵画作品などに描かれた
砂時計にも注目したい。サラサラと流れ落ちる砂
は，記憶や思い出とは無縁な時計のようにも感じ
られるが，日時計も砂時計も気になる時計だ。 
 ここでラテン語 tempus の意味を確認したい。
そして terra というラテン語をチェックすること
にしよう2）。 
 ―  tempus 1 時，時間，時刻，合間，暇 
2 期間，季節，時期 3 時代，時勢，状況，
環境 4 時機，好機，危機，苦境 5 拍子，
韻律 6 (文)時制 
 つぎに― terra 1 陸，陸地 2 土地，大地，
地面 3 土，土壌，耕地 ４地方，国，地域 
5 所有地，敷地 6 世界，地球 
 
 ハイデッガーは言葉を存在の家として理解して
いるが，言葉，言語は大地そのもの，意味の地層
と地平に注目しながら，言葉の森の道を歩むこと
にしたいと思う。サン＝テグジュペリには『人間
の土地』 TERRE DES HOMMES と題された作品
がある（堀口大学訳，新潮文庫）。愛するとはた
がいに見つめ合うことではなく，一緒に同じ方向
を見ることだ，という言葉が，この小説のとある
ページ，トポスに見られる。フランス語，サンス 
sens のシーンだ。言葉の意味，水の流れ，織物
の糸，匂いの感覚，ことごとくサンスである。サ
ンス，意味／方向―まなざしの方向，歩みゆく
方向，光が入ってくる方向，音が漂い流れてくる
方向，乗物の進行方向，なんとさまざまな方向が
あることだろう。オクタビオ・パスは，リズムは
拍ではない，という。リズムは意味であり，方向
なのだ。 
 
 つぎにふたつのギリシア語，クロノスとカイロ
スについて，その意味を確認したいと思う3）  
 ―クロノス χρόνος 時，時間；時期；季節；
期間；人生，生涯；年齢；延期 
 ―カイロス Kαιpός①時，時期，機会；決定
的な時 ②有用，適切 ③適度 ④急所 
 時計の時間，宇宙的時間，所与の時間，動かし
難い時間，制度としての時間……クロノスがイ
メージされる。この時，その時，チャンス，タイ
ミング……＜生＞の浮上，この私の時間……カイ
ロスがイメージされる。 
 旅とはクロノスによって意味づけられた時間に
打ちこまれたカイロスと呼ばれる杭であり，カイ
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ロスと呼ばれる道しるべなのである。フッサール
には意識としての生のヘラクレイトス的な流れ，
という表現が見られる。生成の哲学，ヘラクレイ
トス，同じ川には二度，入れないという彼の言葉
がある。個なるものと存在とを結びつけて理解し
たプロチノスは，永遠にたいして時間は影だとい
う。永遠―まことに大きなモチーフだ。 
 
 私たちの家族でのギリシア，デルポイへの旅，
空の旅と大地の旅，現代のギリシアと古代ギリシ
アへの旅である。パリへ。パリで乗り換えて，ア
ルプスの風景を目にしながらアテネに向かった。
アテネ市内やアクロポリス，パルテノン神殿など
を体験してから数日後，郊外に向かうバスのター
ミナルから私たちは路線バスで古代の遺跡群の地，
デルポイ（デルフィ，デルフォイ）に向かった。 
   
 ＜汝自身を知れ＞ γν θι σαυτόν  
 
 デルポイのアポロンの神殿に姿を見せていた名
高い銘文である。 
 文字や言葉，文章，さまざまな色や形，音，形
象，シンボルの力がある。人間そのものは総合的
な力であり，人生を旅するということは，力を蓄
え，力を養い，力を発揮しながら行動し，活動し，
行為するということだ。ゲーテの『ファウスト』
にはいったい初めに何があったのか，という問に
直面してファウストが思い悩むシーンがある。初
めに言葉があったのか，意味があったのか，それ
とも初めに力があったのか。悩んだ末にファウス
トは，初めに行為があったという見方に到達した
のである。人間は行為者として姿を見せているが，
人間の理解にあたっては言葉も，意味も，力も，
行為も見落とすことはできない。言葉，意味，力，
行為は，ことごとく＜生＞や生活，生存と一体と
なっている人間の現前であり，人間の体験の核心
なのである。 
 ＜生＞，人生，日常生活は，人間個人において，
人間関係やグループ・ライフにおいて，家族と家
庭において凝縮された状態で体験される。 
 ディルタイの立場と方法においては，意義とは，
人生のなかでその部分が全体にたいして有する特
殊な関連の仕方であり，意義こそ生をとらえるた
めの包括的な範疇なのである。ディルタイは，現
在はそのなかに過去を宿し，未来をはらんでいる，
という。彼は現在を実感のこもる一つの瞬間とし
てとらえている。ディルタイの精神科学において
は体験，意義，理解，時間（体験）のいずれもが
キー・ワードだが，時間の流れ，それが体験だ。
ディルタイが見るところでは，理解と解釈こそい
ろいろな精神科学にすべてあてはまる方法であり，
理解に際して対象として与えられるものはつねに
生の現われなのである。ディルタイは生そのもの
のなかに旋律がある，という。4） 
 ディルタイには客観化された生という言葉があ
る。庭，椅子，建造物などがいずれもこうした客
観化された生である。 
  
 アテネからデルポイへ。古代ギリシアの名高い
遺跡の大地でアポロンの神殿や円形劇場など，名
だたる客観化された生，ふたつとない歴史的な形
象，記念碑的な作品が自然とともに体験されたの
である。岩山や岩壁，糸杉，黄色い小花，山峡や
傾斜地，山地，流れゆく雲，大空が建造物ととも
に体験されたが，私たちは，1997年の春，3  月，
デルポイの大地で古代ギリシアの風と風景を深々
と体験したのである。大地をおおいなる力，力の
舞台と呼ぶことができるだろう。＜生＞とは極限
的な力なのである。なんとさまざまな力があるこ
とだろう。人間とは目くるめくばかりの力なのだ。 
  
 ＜汝自身を知れ＞―プラトンにおいては相手
の目が鏡になって，その人見，瞳に自分の顔が
映って見える，というシーンが見られる。『アル
キビアデス Ⅰ』のシーンだ。 
 人間を生への意志として理解したショーペンハ
ウアーは，＜汝自身を知れ＞という言葉に共感を
示しながら，この銘文に沿った言説を展開してい
る。自己の幸福にとってもっとも本質的なものは
何か。ショーペンハウアーの言葉だ。5） 
 アポロ的夢幻とディオニュソス的陶酔，ニー
チェにおいては，前者とともに造形家の芸術が，
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後者とともに音楽という非造形的芸術が姿を現す。
ニーチェは，ホメロス的ギリシア世界に驚愕と戦
慄をまき起こしたのは，ディオニュソス的音楽
・ ・
だった，という。ニーチェの言葉がある。アポロ
の音楽は音におけるドーリス的建築だった。― 
われわれはギリシア悲劇を，たえず新たにアポロ
的形象世界において爆発するディオニュソス的合
唱として理解しなければならない。ニーチェが見
るところでは合唱部こそ，舞台の世界全体の母胎
であり，本来の劇の母胎なのだ。 
 ＜汝自身を知れ＞へのニーチェのアプローチ。
理論的な神としてのアポロがその信奉者たちに要
求するのは節度
・ ・
であり，またそれを守ることがで
きるように自己認識を求める。こうして美しくあれ
という美的要求とならんで「なんじ自身を知れ！」，
「度をすごすなかれ！」という要求が出されるこ
とになる，とニーチェが文章を綴っている。6） 
 デルポイを旅した私たち，家族は，ショーペン
ハウアーやニーチェにも，ルソーやプラトンにも，
ゲーテにも近づくことができたのである。＜汝自
身を知れ＞というデルポイの銘文，箴言に注目し
ていたゲーテは，人びとのまなざしが自己自身へ，
人間へと注がれる傾向に危惧の念を抱き，他なる
ものへ，世界へ，身辺へとまなざしが向かう方向
の大切さを主張している。デルポイの銘文に注目
している人物としてヴィーコやフーコーの名を挙
げておきたい。 
   
 季節― ガストン・バシュラールは，季節を
四つの偉大な天の神話と呼ぶ。純粋な思い出は日
付けをもたない，それはひとつの季節をもつ。季
節が思い出の基本的なしるしなのだ。こう述べた
バシュラールは，7）思い出は季節の宇宙と結合し
ている，という。バシュラールは世界の片隅であ
る家を巣，繭，貝殻，城として理解している。 
 アテネ，デルポイ，エーゲ海への私たち，家族
の旅は，ギリシアの春のおおいなるドラマである。 
 1997年の春のギリシア，それから数年後，私
たちは冬のドイツへ。冬の旅である。ハレのギー
ビシェンシュタイン城 BURG GIEBICHENSTEIN 
にあるハレの芸術とデザインのホッホシューレ 
HOCHSCHULE FUR KUNST UND DESIGN 
HALLE のペーター・ルックナー教授の招聘を受
けて，私たちは年末，年始のドイツ，チェコ，
オーストリアの旅を企て，成田からフランクフル
トに向かった。 
 フランクフルトから電車でマールブルクへ。三
木 清は名高い大学町，マールブルクで留学生活
を送り，ハイデッガーやオットーに師事している。
私たちは＜太陽＞Zur Sonne という名の宿に投宿
したが，雪のマールブルクが体験されたのである。
マールブルクから電車でフランクフルト乗換えで
アイゼナハへ。名高い城，ヴァルトブルク城の真
下にあるホテルに宿泊したが，ホテルの窓からつ
ららのかなたにライトアップされたワアグナアの
「タンホイザア」ゆかりの城が輝いて見えたこと
を思い出す。マルチン・ルターがこのヴァルトブ
ルク城で過ごした日々がある。私たちはルターの
部屋や「タンホイザア」ゆかりの広間を山の稜線
に姿を見せているこの城で体験したのである。 
 山をくだってアイゼナハの市街地へ。ルターの
家やバッハの家を訪れた旅である。 
 雪景色を目にしながらアイゼナハからワイマル
へ。ゲーテとシラーのワイマルだ。私たちはワイ
マルの中心広場に面したホテル・エレファントに
宿泊して，ゲーテやシラーゆかりのトポスを旅し
たのである。クリスマスの季節だったのでこの広
場にはさまざまな屋台や店が出ており，子どもた
ちのための小さな遊園地が造られていた。子ども
たちの乗物があった。 
 マックス・ウェーバーは，市場が開かれる場所，
トポス Marktort として都市をイメージしている
が，ワイマルのホテル・エレファントに投宿した
ヴァルター・ベンヤミンは，このホテルの窓から
市場が開設されて，人びとで賑わい，やがて市場
が閉じられる市場のドラマを体験している。 
 ワイマルからライプツィヒへ。ゲーテはライプ
ツィヒ大学で学んでいる。聖トマス教会はバッハ
ゆかりの教会であり，バッハの墓，トポスがこの
教会にある。ワアグナアはライプツィヒに生まれ
ている。 
 私たちはホテルからペーター・ルックナー教授
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の迎えの車でハレへ。ハレの芸術とデザインの
ホッホシューレを訪れる。城と城郭がホッホ
シューレとなっていた。私たちは，ライプツィヒ
滞在中，ルックナー教授の家に招かれて，ふたつ
の家族でクリスマスを迎えたのである。そしてふ
たつの家族でゲバントハウスのコンサートへ。一
夕，音楽の大地が体験されたのである。 
 私たちは，アイゼナハ，ワイマル，ライプツィ
ヒというコースでゲーテ街道を旅したが，この街
道沿いのエルフルトは，マックス・ウェーバーの
生誕の地であり，この街道をマックス・ウェー
バーの道と呼びたくなる。この街道に沿ってハイ
ドンやバッハ，ワアグナアが姿を見せており，こ
の街道はみごとなまでに音楽の道だ。ワアグナア
の「タンホイザア」の舞台，ヴァルトブルク城
― おのずからこの道は，オペラの道だ。ゲー
テはフランクフルトに生まれているが，ライプ
ツィヒもワイマルもゲーテゆかりの大地であり，
この街道は，明らかにゲーテ街道だ。 
 マックス・ウェーバーの『プロテスタンティズ
ムの倫理と資本主義の精神』においてはルターや
ゲーテなどが姿を現している。ゲーテ街道が浮か
び上がってくる。マックス・ウェーバーの音楽へ
のアプローチ，音楽社会学がイメージされる研究
業績だが，こうしたアプローチにおいてもゲーテ
街道が見え隠れしているように思われる。ゲーテ
や『ファウスト』に注がれたマックス・ウェー
バーのまなざしがある。 
 マックス・ウェーバー― アルプスの北では
ピアノはまるで家具のような位置を占めており，
ピアノは市民の生活に根ざしていたのである。イ
タリアを旅した時，ゲーテはアルプスの北の祖国
を霧の国と称している。ゲーテにとってイタリア
は太陽の国だった。ゲーテはナポリから船でシチ
リア島のパレルモに入港し，シチリア島を旅した
が，古代ギリシアがそのまま姿を見せているかと
思われるアグリジェントで古代の遺跡を体験して
いる。 
 シチリア島に到着したゲーテは，ホメロスへの
思いが深まり，ホメロスの『オデュッセイア』を
手に入れて，シチリア島を旅しながらこの作品に
親しむ。 
 マックス・ウェーバーは，青年時代，ホメロス
のこの作品に接してオデュッセウスの行為に感銘
をうけている。マックス・ウェーバーにおいては
ホメロスにおいて行為であり，ゲーテにおいて行
為である。 
 私たち家族，三人でのシチリア島への旅，パレ
ルモやアグリジェントへの旅がある。ゲーテに
とっては女王，シチリア抜きのイタリアは考えら
れないことだった。 
  
 ゲーテの『ファウスト』― その第二部，第
一幕，風趣ある土地，つぎのようなトポスがある。
ゲーテの自然へのアプローチと風景感覚がはっき
りと浮かび上がってくるようなシーンだ。 
 
 太陽はおれのうしろに留
とど
まっておれ。 
 岩の裂目
さ け め
から物凄じくほどばしる滝を 
 眺めていると次第に心が歓びに躍ってくる。 
 相次いで落下する滝は今や 
 幾千筋
ち す じ
の奔流
ほんりゅう
となって流れそそぎ， 
 空たかく飛沫
し ぶ き
の泡
あわ
をとばせている。 
 けれども，この忙しく飛び交
か
う飛沫
し ぶ き
の中から， 
 七色に浮かび出ている静かな虹
にじ
の美しさ。 
 或は鮮
あざや
かに描かれ，あるいは朧
おぼろ
にかすんで， 
 まわりに香
こう
ばしく涼しい狭霧
さ ぎ り
を散らせる。 
 虹こそは人間の努力を映
うつ
す鏡だ。 
 あれに思いをいたせば，もっとよく分るであろ
う， 
 人生は，彩
いろど
られた映像
えいぞう
としてだけ掴
つか
めるのだ。8） 
   
 太陽，滝，落下する水，そして虹― 滝，強
烈な矢印が体験される大地だが，みごとな虹の風
景だ。虹とともに人間と人生が姿を現している象
徴的な光景，風景だ。滝，音の風景だ。ゲーテは
虹を「人間の努力を映す鏡」としてとらえており，
人生を「彩られた映像」としてイメージしている。 
 ゲーテの下絵によるものだが，『光学論考』付
録（図版集）表紙木版画がある。ゲーテ自身の右
眼，プリズム，ルーペが描かれているが，太陽
（光線）と虹と雲，大空と大地が表現されている
        
  人間関係学研究   15   2013 
 
162 
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要
木版画だ。9）ゲーテを目と太陽の人，虹の人と呼
ぶこともできるだろう。光と色彩の結晶，それが
虹である。 
 ヘラクレイトスには太陽は日ごとに新しい，と
いう言葉がある。自分自身を体験の弟子と呼んだ
レオナルド・ダ・ヴィンチは，『手記』のとある
ページ，トポスに「真理― 太陽。嘘― 仮
面」という言葉を書き記している。10）  
 古代ギリシアの円形劇場には大きな仮面をつけ
た登場人物 dramatis personae が登場している。
歌いながら舞い踊るコロスとこうした登場人物に
よってドラマは進行する。ラテン語 persona 仮
面，人物 person と仮面はほとんど一体的だ。顔
や素顔が気になるところだ。レオナルド・ダ・
ヴィンチは，素顔を顕わにしないように，私の顔
は愛の牢獄だから，という言葉を残している。 
 ワアグナアの作品，「タンホイザア」の第一幕，
第一場にはヴェエヌス山（アイゼナハ附近のヘル
ゼルベルク）の内部をあらわしている舞台が姿を
見せており，広い洞窟，裂目から射しこんでくる
鈍い日光，またその裂目から見える緑色をおびた
滝が体験される。この滝は洞窟の高さいっぱいに
落下して，岩にあたってはげしく泡だっている。 
 「タンホイザア」の第二幕にはヴァルトブルク
城の歌
うた
殿
どの
，歌あわせの広間が姿を見せている。11） 
 
 人生を旅するということに情熱を燃やしながら
人生と呼ばれる大地や環境や世界，多元的現実を
広く深く体験すること，さまざまな旅を体験する
ことは，人間の責務なのである。 
 人生と呼ばれる壮大なドラマこそ人間の究極の
トポスであり，ホドスなのである。ローマ時代の
＜ことわざ＞だが，つぎのような言葉に注目した
い。 
 
 生きているかぎり私は希望をいだく。12） 
 spero dum spiro 
 
 希望という言葉は決してはかない言葉ではない。
希望を抱くということは，人生を生きるというこ
とだ。人生の旅人にとって希望という言葉は，人
生の日々において大きな力となるのである。 
 いつまでも生きつづけている旅がある。＜生＞
の根源や道しるべとなるような旅があることは確
かだろう。人生の旅びとに活気と力をもたらして
くれるような旅がある。いま，私は家族と家庭と
旅について深い思いを抱いている。 
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